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広和計装株式会社
設備工事業

産業用動力回転装置等軸受け部
振動計測監視システム試作開発

産業用動力回転装置の軸受け部の振動を連続計測・監視する「振動検
出音響ＣＯＭ型センサ」による振動計測監視システムを試作開発した。

背景・目的
　当社は、創立以来、計装技術を中心とした、各種自動制御システム・警報監視システム等を開発し
ているが、中でも環境監視システムや電子基板自動試験装置においては、数多くの実績を上げている。
　また、開発形態としては、取引先から要望される最先端のシステム開発に対応するため、積極的に
新技術を採用するとともに、オーダーメイド型ソリューションを展開している。
　現在、主な取引先は、八戸沿岸工業地帯に立地する大規模製造工場や中規模製造プラント企業様等
であるが、そこで使用されている産業用動力回転装置について、軸受け部の振動を自動測定・監視す
ることにより、状態が把握できるシステムの必要性に着目している。
　そこで、製造設備のメンテナンス労力の低減や、蓄積データの解析処理により設備の寿命を推定可
能とすることを目的に、産業用動力回転装置の軸受け部の振動を連続計測・監視する「振動検出音響
ＣＯＭ型センサ（ＡＥセンサ）」による振動計測監視システムを試作開発することとした。
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実施内容
　ＡＥセンサは、異なる共振周波数（長さにより制御）を有した複数のカンチレバーを製造して、ア
レイ状に形成することにより、各共振周波数に応じた変位をデジタル式で検知し、その周波数特性の
分解・検出（ディジタル化）を可能とする構造とし、試作した。
　ＡＥセンサの機能を評価したところ、外部信号入力に反応して、各周波数成分を持つカンチレバー
が、それぞれに応じた振動波形を出力していることが判明した。

成　果
　開発した振動検出センサの評価試験では、ＡＥセンサから外
部振動源の入力に対応した各周波数の振幅に比例したアナログ
出力を取り出し、長時間軸でロギングすることができた。
　今後は、個別周波数毎の信号レベルとその時間推移による振
動解析、さらに、全周波数の信号レベル一括での振動解析、複
数の組合せによる振動解析等、解析技術の蓄積を実施しなが
ら、試作開発を継続する。

今後の展望
　試作開発したＡＥセンサは、産業用として要求される堅牢性や耐環境性を有していることが判明し
たため、今後は、重工業環境の下で、市場性評価を実施する予定である。
　具体的には、大型動力電動機の主軸に取り付けてデータ収集を１年間実施し、主軸の寿命推定に関
するデータを蓄積する。寿命推定機器として採用された場合、年間の搭載本数が数十台の規模が見込
まれる。
　また、寿命推定理論が確定した段階で、知的財産権の申請をする予定ではあるが、さらに、寿命推
定確度をより高めるため、試作開発を継続する。
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